
SUA⊂文化芸術セミナ- 1､ ■ 静岡文化芸術大学
SUAC

●多文化共 の地域づくりと

市民活動め役割 参加無料


事前予約不安

直接会場へ

お越しください200..5【開催時間9】31@
1 0 :3 0人-731:0
【会 場】


静岡文化芸術大学 南ユ76大講義室


【対象者】


多文化共/tに関心のある市民
 
(参加可能人数150名)


【主 催】
静岡文イヒ芸術大学

文化･芸術研究センター

｢静岡県における多文化共生の

実証的研究｣研究チーム




趣 旨 

2007 NJ 多文化英壁室より受託して実施した｢年度に静rim･ 静岡県外凶人労働実態調査｣の分析結果およびそこからの知見を

広く市民に道元するとともに､日本･帝国･欧州での調香軽版を持つアメリカ人研究者と回内で市民活動に関わっている方々を

お才Hきし､ -･生の地域づくりにIr民拍動がどのような役割を果たすことができるか考えますO多文化)t	 i

103-1::0 200
■ オープニンク｣. 来賓挨拶､	 ( 市民活動蜘体からの邦貨一多文化共/=とTJ民活動主催者挨拶､ 趣旨説明	 l. r一

■ 基調訴状一 コーディネーター:イシカワエウニセアケミ 
(牌F1 u: ' i-文化芸術大Ji文化扱耕一祁t准教授)

訊演 :デポラ ミリー氏(eoa . l,hD) ストD brhJMHyP.. パネリ

.
(バージニアllL科大学政治学部准教授) 口 中問支援と交流迎挑一

司会･千年よしみ(国立社会保障.人口問題研究所 国際関係部第一里長) O法人ボランティ ト ト 【 F戸塚征彦氏 (NP ア支腫ネッワークパレッ事務局長)(fn.目

133-1:0 口 防災と多文化北上t,-I:0 73	
P ,人多言語センター A L 【

■ 調脊結児報告一静岡県外国人労働実態調香の評釧分析
書古志津代氏 (NO義 FCI理市長)兵帥】 

lコ外同人住民に対する個別文按 一

コーデイネ-クー :竹ノLF弘久(l別間大学人文学部准教授) 打田如実(多文化ソーシャルワ-カー)r変知】
パネリスト □当叫者の祉会参加 一
ロ 生活とE体 譜 一池上且弘(静岡文化芸術大学文化政策学部放校) 早川苓捌氏(多文化まちづくり=房)【榊倒IL)

□ 扇mとJ3物 一竹ノ下弘久(静岡大学人文学部准教授))'

□ 社会イ脚 詫一千年よしみ個 立社会保酔 人口陶盟研究所 国際関JR部 第一皇長) ■ 全体ディスカッション

【コアイデンティティと教育 - コ-デイネ一夕-:池 r･.皿弘(静岡文化芸術大′芦文化晩節学桃教授)
イシカワエウニセアケミ(静岡文化蒜l#'大学文化政策学部准独得)

□ 学佼選別 -ホベルトマックスウェル(掛同大学大学院修士那割

静岡文化芸術大学 〒430-8533浜松市中区中央二丁目1番1号 TEL053-457-6111(代)FAX053-457-6123(代)

会場/静岡文化芸術大学 南176大講義室
1F ㊨ 
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■文化政策宇部国際文化学科 池上研究室 

TEO34765 mLiea s a.acjL515-16E一aIkgm個 u c .p

■企画室	 
A.L "････. 二 ら

TELO53-457-6113hE_ttE=浩nfkUua@C;auCiTac..p

T i

◆浜松駅から､徒歩約 15分 を;竃 品晶覧 謂 器;箸LT

◆バスをご利用の場合

□ 遠鉄パス (10分間隔で運行しています)

浜松駅北口バスターミナル10番のりばから出ているバスは､
全て静岡文化芸術大学を通りますOバス停｢文化芸術大学｣下車

口浜松市循環まちパス く.る･る(15分間冊で運行しています)

浜松駅北口ハスターミナル12等のりば
｢まちなか棄ループ｣バス停｢文化芸大｣下車 
Ex'大学か浜松駅へ向かとは｢ちか西ルーJ ださい.･ ら うき まな プにお乗りく

【輔車】 本シンポジウムは.2008年度静岡文化芸術大学文化政策研究科長特別研究
｢静岡県における多文化共生の冥真正的研究｣の研究成果の一部です. 
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